
1　はじめに　

　「沼津が「お町（都市）」として発展し始めたのは

いつごろですか？」　学芸員として地域の方々に沼

津の歴史を紹介しているとこうした質問を受けるこ

とがある。これは立場によってさまざまな回答があ

ろうが、例えば江戸時代の沼津城を中心とした町割

りから現在の町割りへ大きく変化させた大正時代

は、回答の一つの候補だろう。令和 5 年度に市制

100 周年を迎えるということからも、行政的には沼

津「市」としての歴史はこの時から始まるといえる。

　しかし日ごろから古来の豊かな歴史文化に触れて

いる考古学の専門職員としては、別の回答を提示し

てみたい。歴史を紐解いてみると、沼津市域には

37,000 年前ごろから始まる旧石器時代から人々が暮

らし始めているが、古い遺跡は愛鷹山の山中で見つ

かるケースがほとんどで、現在の沼津駅周辺、いわ

ゆる市中心域の開発はまだ始まっていない。3 世紀

中葉という年代の前方後方墳である高尾山古墳の築

造は、様々な地域と交流を持ちつつ、地域を広く治

める「王」の登場ともいえる画期であるので、候補

としてもよいが、やはりこの段階でも集落は増加し

ているものの都市的な要素はまだ見ることはできな

い。さらに古墳時代中期（5 世紀）ごろには富士山

の噴火によって、富士や沼津にはほとんど人が暮ら

さなくなる時期があることも、現代の街の発展と隔

たりがあるといえるだろう。

　では、筆者が考える「お町」の開始時期はいつか。

それは 8 世紀の「奈良時代」と提示としておきたい。

首都が奈良に置かれ、畿内から現在の富士・沼津に

は東海道が整備された時代である。この時代は交通

の要衝が中央政権と深い関係を持つことが多く、富

士は富士郡として、沼津は駿河郡として、東海道沿

いには官衙（古代の役所）、規模の大きな集落、仏

教寺院も造られるようになった。道、役所、大規模

集落、宗教施設など、まさに現代につながる都市的

な要素の登場時期といえ、富士市域では「東平遺跡」

（富士市伝法）、沼津市域では「上の段遺跡」（大手町）

「日吉廃寺跡」（大岡）などがこうした要素を持った

遺跡である（図 1）。
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愛鷹山に眠る開拓者たちとは

～本企画の開催趣旨にかえて～

図 1　奈良時代の官衙関連遺跡と前時代の古墳密集地帯
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1　愛鷹山麓の古墳

　富士山の南側に位置する愛鷹山の南麓には、中小

の河川によって開析された深い谷とそれらによって

隔てられた尾根が樹枝状に発達している。その眼下

に広がる駿河湾の沿岸には、富士川や狩野川の砂礫

を供給源として形成された田子の浦砂丘が東西約

22km にわたって弧を描くように延びている。この

愛鷹山麓と田子の浦砂丘に挟まれた東西約 15km の

浮島ヶ原低地は、昭和の干拓事業によって完全に陸

化するまで、現在の田子の浦港付近で駿河湾と接続

する内水面（＝浮島沼）を形成していた。

　こうした地形的環境にある愛鷹山麓には、6 世紀

の終わりから 7 世紀にかけて数多くの古墳が営ま

れ、その数は 1,000 基を超えるとみられている。な

かでも、富士市須津古墳群、同船津古墳群、沼津市

石川古墳群はそれぞれ 200 基前後の古墳からなり、

この一帯を代表する古墳群となっている。これまで

の発掘調査によれば、それらを構成する古墳のほと

んどは直径 10 ｍ前後の小規模な円墳で、横穴式石

室を埋葬施設としている。まさに、古墳時代後期に

特徴的な群集墳の姿そのものと言えよう。

　じつは、これほど多くの古墳が密集している場所

は、静岡県内はもちろんのこと、東日本全体を見渡

してみても数少ない。ここでは、そうした古墳密集

地帯が成立した背景を探る手がかりとして、①集落

と古墳群の関係、②馬具副葬古墳の分布、③特徴的

な籠手の副葬に着目し、愛鷹山麓における後期古墳

の特質に迫ってみたい。

2　山麓の古墳と海辺の集落

　愛鷹山麓は、標高 100 ～ 200 ｍ付近を中心に後期

旧石器時代の遺跡が数多く分布することでもよく知

られている。つづく縄文時代にも同様の立地をとる

遺跡が点在し、湖沼に面した南向きの緩斜面が狩猟

や採集、漁撈を生業とした人々にとって好都合な場

所であったことがうかがえる。

愛鷹山麓の後期古墳を考える

　この一帯における水田稲作は弥生時代中期中葉に

始まるが、集落の数が増加するのは弥生時代後期か

らである。尾根の先端に立地する沼津市目黒身遺跡

や低地内の微高地に立地する同雌鹿塚遺跡は後期前

半を代表する集落で、生産基盤となる低地に隣接し、

雌鹿塚遺跡では多数の木製農具が出土している。

　つづく弥生時代後期後半になると様相は一変し、

集落は愛鷹山麓東部の標高 100 ～ 150 ｍ付近に集中

的に営まれるようになる。植出遺跡や八兵衛洞遺跡

を含む足高尾上遺跡群がそれで、遺跡群の北側には

尾根や谷を東西に貫いて掘られた 1km 以上に及ぶ

溝の存在が確認されている。このような高地に密集

度の高い大規模な集落が成立する要因については

様々な見方があるが、比較的短期間にそれが認めら

れる点からすれば、何らかの社会的インパクトによ

るものとみるのが妥当であろう。

　古墳時代前期になると、集落は再び尾根の先端部

や低地部に営まれるようになる。なかでも、富士市

祢宜ノ前遺跡や同宮添遺跡のように浮島ヶ原低地の

周囲に立地する集落がみられるようになる点は、富

士市沖田遺跡で発見された準構造船の存在ともあわ

せて、浮島沼の内水面を利用した水上交通の発達を

うかがわせるものである。ところが、それらの集落

の多くは中期になると忽然と姿を消してしまう。そ

の要因としては、河川の氾濫や大規模地震による地

盤の変化、富士山の噴火に伴う降灰といった自然災

害の影響が指摘されている（藤村 2017）。

　古墳時代後期の集落は、再び浮島ヶ原低地の周囲

に営まれるようになる。とくに、愛鷹山麓に多数の

古墳が築かれる後期後半以降の集落は、田子の浦砂

丘上に列状に分布している点に大きな特徴がある。

富士市三新田遺跡、沼津市中原遺跡、同東畑毛遺跡

などが代表例であり、古墳造営の最盛期と重なるよ

うに、それらの多くは 7 世紀前半に集落形成を開始

している（木村 2016）。これらの事実をふまえるな

らば、愛鷹山麓に多数の古墳を営んだ集団の主な居

住域は、浮島沼を挟んで対岸に位置する田子の浦砂

丘上に求めるのが妥当であろう。集落と古墳群の具

体的な対応関係については個別に検討が必要である

が、例えば、大規模古墳群の一つである石川古墳群

を造営した集団は、その対岸に位置する中原遺跡に

滝沢　誠

2　古墳時代後期は「お町」誕生の助走期間

　しかし、富士・沼津が奈良時代に突如発展したか

といえば、必ずしもそうではない。古墳時代後期か

ら飛鳥時代（6 世紀後半から 7 世紀）には、荒廃し

た富士・沼津において、これまでよりも規模の大き

な集落が古代東海道沿いに登場し始め、さらには愛

鷹山南麓にはこれら集落の有力者が葬られたと考え

られる古墳が約1,000基以上も築かれていることが、

近年の集落の調査や古墳の再整理で明らかになって

きた。特に 1,000 基以上という数は東海地方でも最

大級となる。

　これらの遺跡の出土品をみると、集落では鉄製品

やガラス玉を製作していたことを示す手工業製品

（写真 1）や水産加工具と考えられるナベなどがあ

り、また古墳の副葬品には刀や鉄鏃（やじり）など

の武具の他に、物資運搬においても重要な役割を果

たしていた馬の存在を示す馬具、製糸や織物のため

の紡錘車や針、加工具である刀子、山河の開発を行

うのに使用したであろう斧や鎌などがある。これら

の遺物には渡来系技術者との関連を示すものもある

ことから、愛鷹山に葬られた人々は馬や当時最先端

の道具等を用いながら地域を治めていた人物である

と推定される。つまり、愛鷹山に眠る古墳の被葬者

たちこそが 5 世紀に荒廃した地域を整え、その後の

社会の礎を築いた「開拓者」といえるのではないか、

いわば奈良時代における富士・沼津の発展は、古墳

時代後期に行われた開発が下地になっているのでは

ないか、そのように最新の研究成果から考えられる

ようになってきているのである。

3　富士市・沼津市の共同開催の意味

　以上のような背景を見出すことができる古墳時代

後期の古墳群であるが、その分布の中心は沼津市西

部の石川以西、富士市東部の須津や船津以東にある

ことがこれまでの調査で明らかになっている。また

大規模な集落も沼津市西部の一本松や桃里に展開し

た。このことを鑑みるに、両市の発展の礎の中心は

現在の市境付近にあったといえよう。

　前節でみた古墳被葬者の評価は、富士市は富士市、

沼津市は沼津市、それぞれに研究が進められていた

ものであるが、行政区分を取り払って両市の学芸員

が「愛鷹山南麓の古墳群および集落」という同一の

視点で遺跡を見ることで、よりその性格が鮮明に

なってきた。これは連携事業の大きな成果である。

　こうした両市の発展において大きな意味を持つ古

墳群の保存活用に対し、今後も連携を図っていくこ

とをも目的に、今回の講演会と特別展示は企画され

ている。講演会では、沼津市では文化財保護審議会

委員、富士市では富士市文化財保存活用地域計画策

定協議会委員を務められている滝沢誠氏に愛鷹山南

麓の古墳群について最新の研究成果に基づいて全体

的な評価をしていただくよう依頼した。さらに富士

市からは事例紹介とともに沼津市に先行して実施さ

れている最新の研究成果を、そして静岡県文化財課

には近年の文化財活用の現状と課題の紹介と古墳の

保存活用をテーマにそれぞれ報告いただく。

　特別展示では、富士・沼津両市から出土した初公

開のものを含む豊富な出土品を展示し、開拓者たち

の素顔に迫っている。新型コロナウイルス感染症拡

大に伴い、講演会は無観客となるなど、本企画に参

加・見学される方々にはご迷惑をおかけした。ただ、

新たな試みとして講演会は YouTube 配信となって

いるため、現地に来られない方もぜひ動画を見て愛

鷹山の古墳文化に触れてもらいたい。

（沼津市教育委員会文化振興課）

写真 1　鍛冶道具
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